
 

 

歯科医療従事者の 

新型コロナウイルス 

感染リスクの実際と取り組み 

 

新型コロナウイルスが感染拡大にあり、なかなか

終息への道が見えない状況にあります。日々、テレ

ビ・マスコミ・インターネットなどでさまざまな記

事や情報が公開されており、皆さまそれぞれに解釈

されていることと思います。今回は歯科医院での感

染リスクの実際と感染対策について考察しました。 

歯科医療従事者は危ないのでしょうか？ニュー

ヨークタイムズ（２０２０年３月１５日）に掲載さ

れた職業別感染リスク表では歯科医師・歯科衛生士

の感染リスクは非常に高い職種に分類されていま

す。しかし、株式会社ファンクション・ティの田尾

耕太郎歯科医師が発表したレポートによれば、４月

１７日の時点で日本人総人口に対する感染者比率

は０．００６８％、これに対して全国の歯科医療従

事者５２万人（推定）のうち感染者は１２人にとどまり感染者比率は０．０００２％です。

歯科医療従事者は感染リスクが高い職種であるにも関わらず、感染率は逆に低いというこ

とです。私たちは今回の有事より以前から、常に感染対策・衛生管理に目を向け実践してお

ります。現在、最大限注意を払った感染対策の上に、さらに取り組みを追加し万全を期して

いるため、示された感染リスクと現状が違うのです。 

また、重症化すると命に関わるおそれがある新型コロナウイルスですが口腔ケアでその

リスクを減らせる可能性があると、鶴見大学歯学部の花田信弘教授が解説しています。歯周

病菌など口の中の細菌は常に少量ですが肺の中に入っていきます。普段は問題ないのです

が、新型コロナウイルスに感染すると肺の免疫力が低下し、その状態で細菌が肺に入ると、

ウイルス性肺炎と細菌性肺炎を引き起こします。ウイルス性肺炎と細菌性肺炎のダブルパ

ンチが危険なのです。ウイルス感染予防、続いて起こる細菌性肺炎の発症リスクを低くして

おくことが、新型コロナウイルスに打ち勝つポイントの一つです。 


